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１． はじめに 

 

１－１．調査の背景と目的 

糸満市では、観光資源を有する地域（ムラ）において公共交通手段の確保が課題となっ

ており、糸満市全体を博物館と見立てた「糸満市まるごと博物館事業」を具体化させるた

め、平成２４年度は新たな公共交通の可能性・方向性を示すこととあわせて、今後予定し

ている実証実験に向けた基礎調査を行った。 

本市の公共交通は、国道331号バイパスの開通により那覇空港や那覇市への交通アクセ

スが飛躍的に向上したが、バス路線がバイパスを経由しないなど、充分にメリットを得ら

れていない。また、市内には沖縄県を代表する観光資源や大型宿泊施設がありながら公共

交通との連動が弱く、公共交通利用を希望する観光客のニーズに対応できていない状況に

ある。 

そのため、地域公共交通の再編・見直しにあたっては、先行的に地域の骨格となる公共

交通として、那覇空港から大型宿泊施設や観光地を経由するバス路線（以下、「糸満市～

那覇空港直行バス」）を構築し、段階的に公共交通の空白地域の解消や不採算路線の見直

し等に取り組むこととした。糸満市～那覇空港直行バスの構築により、本県観光に訪れる

リピーター層の希望するバス移動の手段が確保され、観光施策の充実につながることが期

待される。 

以上を踏まえ、本業務は糸満市～那覇空港直行バスの実証実験に向けて、沿道住民や観

光客の利用意向を問うアンケート調査や、主要な観光施設・商業施設等に対して、実証実

験バスとの連携・協働可能性等に関するヒアリング調査を行い、実証実験や本格運行を見

据えた実証実験バス運行計画案について検討することを目的とする。 

 

（仮称）糸満市～那覇空港直行バス実証実験 平成 26 年度 

新しい公共交通検討事業（那覇空港直行バス路線実証実験計画策定） 平成 25 年度 

新しい公共交通検討事業（基礎調査） 平成 24 年度 

<方針１> 

市民生活の足

を担う路線バ

スの維持・活性

化 

<方針２> 

地域、事業者、

行政の協働に

よる公共交通

を支える体制

づくり 

<方針３> 

交通不便地域

等における移

動手段の確保 

<方針４> 

幅広い利用者

にとって利便

性の高い広域

交通路線の確

保 

<方針５> 

事業採算性及

び公共性を踏

まえた見直し

基準の設定 

<基本理念> 

いきいきとした暮らしと人をつなぐ新しい公共交通 

 



新しい公共交通検討事業  

 

- 2 - 

 
 

１－２．業務内容 

本事業では、以下に示す調査・検討を行い、「糸満市～那覇空港直行バス路線運行計画」を策定する。 

なお、ＳＴＥＰ１現況把握及び利用者ニーズを把握する段階、ＳＴＥＰ２具体的な運行計画を検討する段階、ＳＴＥＰ３利用促進を含めプランとしてまとめる段階、の３つのステップで検討を進めた。 

 

 

（１）地域住民及び関係機関に対する意向調査. 

１）地域住民に対するアンケート調査 

２）観光客に対するアンケート調査 

３）関係機関に対するヒアリング調査 

（グループインタビュー） 

（２）先進事例調査 

 ・沖縄県内及び県外の先進事例の調査 

 ・視察調査（県内事例） 

（３）運行計画等の作成 

１）供給水準の設定 

・運行ルート 

・運行ダイヤ 

・停留所 

・使用車両 

２）収支採算性の算出 

・需要予測 

・事業採算性の算出 

・事業効果の整理 

３）事業スキームの設定 

・実証実験の期間 

・実証実験の概算費用 

・実証実験の評価項目及び評価方法 

・既存公共交通、沿道企業等との連携方法 

・運行事業者の選定方法など 

（５）実証実験に係る申請手続き補助 

（６）計画書のとりまとめ 

 

ＳＴＥＰ0  

事業内容の確認、企画 

ＳＴＥＰ１ 

現状把握及び利用者ニーズを把握する段階 

ＳＴＥＰ２ 

具体的な運行計画を検討する段階 

ＳＴＥＰ３ 

利用促進を含めたプランとしてまとめる段階 

（４）利用促進計画等の検討 

１）見直し基準の検討 

２）成果指標の検討 

３）利用促進計画の検討 

４）実証実験・本格運行時における課題の検討・整理 

第 1 回 

幹事会（8 月 22 日） 

委員会（8 月 27 日） 

第 2 回 

幹事会（10 月 18 日）

委員会（10 月 25 日） 

第 3 回 

幹事会（11 月 22 日） 

委員会（12 月 25 日） 

第 4 回 

幹事会（1 月 24 日） 

委員会（2 月 7 日） 

事
業
内
容
の
確
認
・
企
画 
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２．糸満市の公共交通及び観光の現状 

 

２－１．糸満市～那覇空港直行バスに関連する現状 

（平成 24年度 新しい公共交通検討事業調査報告書より抜粋） 

（１）上位計画から見た課題 

糸満市外からの観光としては、ひめゆりの塔や平和祈念公園等の沖縄県を代表する観

光資源を有しながら、観光宿泊拠点の那覇市に近いとの地理的条件から素通り観光とな

っていた。近年は、糸満市内のリゾートホテル建設や広域幹線道路の南部地域への延伸、

国道 331 号バイパスの建設等から、糸満市を宿泊拠点とした観光が期待される状況にあ

る。観光客等の利便性を向上させるため、沖縄県総合交通体系基本計画に示される、沖

縄県南部地域の観光地等を連携する新たな公共交通の整備が必要である。 

 

資料：沖縄県総合交通体系基本計画 平成 24 年 6 月 （沖縄県） 
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（２）公共交通のネットワーク形成に向けた課題 

市内の主要な公共公益施設や観光施設等に直接乗り入れているバス路線はない。各施

設間の結びつきが十分に確保されていないため、複数の用を足そうとする際には利用し

づらい状況にある。そのため、市内の主要施設を直接結ぶ、より多くの目的を満たせる

ようなバス路線の整備が必要である。 

各バス路線は、主要な公共公益施設が集中している字糸満市街地を通るようになって

いるが、西崎町等の新市街地とのアクセス性が十分ではないため、結びつきを強化する

必要がある。 

国道 331 号バイパスの開通により那覇市への交通アクセスが飛躍的に向上したが、バ

ス路線化がされていない為、充分なメリットが得られていない。 

 

図．路線バスのネットワーク 

凡例 
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（３）市民ニーズ等から見た課題 

「公共交通がないと困る人」は、西崎地区が 16.7％と最も高い。次いで「三和地区」

が 15.7％、「糸満地区」が 15.1％となっている。また、「西崎地区」は、Ｈ18 年度調査

と比べ「公共交通がないと困る」と回答している人が 4.8％増加している。 

公共交通がないと困る人（困る人/家族人数）

12.2

15.1

16.7

9.9

9.1

15.7

16.0

21.4

11.9

15.6

17.7

17.4

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

総計

1糸満

2西崎

3兼城

4高嶺

5三和

H24年度平均 H18年度平均
 

公共交通を利用して行きたい場所は、「病院」が 36.6％と最も多く、「スーパーなどの

商業施設」33.9％、「観光施設」23.7％と続いている。 

「病院」は各施設送迎バスにより、交通手段は一定確保されている。今後、路線バス

ルートの再編などにより「商業施設」や「観光施設」を経由する公共交通が望まれてい

る。 

問１０．公共交通を利用して行きたい場所

36.6

21.6

33.9

15.6

9.5

5.1

7.4

1.8

2.4

6.6

3.8

6.5

23.7

9.3

53.6

45.1

36.5

36.4

23.7

12.6

12.2

7.1

6.9

13.1

9.9

8.3

4.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①病院

②市役所

③スーパーなどの商業施設

④銀行、郵便局

⑤図書館

⑥公民館等の交流施設

⑦福祉施設

⑧小学校

⑨中学校

⑩高校

⑪大学、専門学校

⑫公園

⑬観光施設

⑭その他

H24年度
(n=2077)

H18年度
(n=1911)
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２－２．観光の動向 

（１）観光客数の推移及び構成 

沖縄県の観光客数は、平成 20 年の 5,934,300 人をピークに減少傾向にあったが、平成

24 年度は 5,924,700 人と回復傾向にある。 

観光客のうち、国内観光客が 5,542,200 人（93.5％）、外国人観光客が 382,500 人（6.5％）

である。外国人観光客は、「台湾」が 39％と最も多く、次いで「中国本土」及び「香港」

が 15％、「韓国」が 12％である。 

 

 

  

資料：平成 24 年観光要覧 平成 25 年 9 月 （沖縄県）
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（２）交通手段 

沖縄県観光客の路線バス利用率は「全体」で 5.1％と低い水準にある。また、訪問回

数が増えるにしたがって、路線バスの利用率は増加傾向にある。 

外国人観光客の路線バス利用率は、「全体」で 13.2％と国内観光客の路線バス利用率

と比較すると高い傾向にある。 

 

 

▼沖縄県観光の交通手段 

 

資料：平成 23 年度観光統計実態調査 平成 24 年 7 月（沖縄県） 

 

 

▼外国人観光客の交通手段（空路調査） 

 

資料：平成 24 年度外国人観光客満足度調査報告書（沖縄県） 
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（３）各エリアを訪れた日程 

沖縄県観光客の日程は、平成 24 年では、２泊３日（３日）が 38.4％と最も多く、次

いで３泊４日（４日）が 28.3％である。２泊３日（３日）及び３泊４日（４日）の合計

が全体の 6 割を超えている。 

沖縄県観光客は、どの日程においても、旅行最終日に沖縄県南部地域を訪れる傾向が

ある。 

 

 

資料：平成 24 年観光要覧 平成 25 年 9 月（沖縄県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：戦略的リピーター創造事業報告書 平成 25 年 3 月（沖縄県） 
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（４）外国人観光客のニーズ 

外国人旅行者が旅行中に困ったことは、「無料公衆無線ＬＡＮ環境」36.7％と最も高く、

次いで「コミュニケーション」が 24.0％、「目的地までの公共交通の経路情報の入手」が

20.0％となっている。 

 

 

 

資料：外国人観光案内所を訪問した外国人旅行者アンケート調査、 

平成 23 年 10 月実施（国土交通省観光庁） 

※MA=複数回答 SA=単回答 

※ ※ ※ 
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３．利用者及び関係機関に対する意向調査 

 

３－１．調査概要 

（１）調査の目的 

本調査は、糸満市～那覇空港直行バスの実証実験に向けた意向を把握し、運行計画検

討の基礎資料とすることを目的に実施する。 

公共交通に関する市民の意向調査としては、「新しい公共交通検討事業（平成 25 年 2

月）」の中で市民を対象とした全世帯アンケート（19,652 世帯（広報誌配布世帯））、糸

満市を訪れた観光客を対象とした観光客アンケート（92 件）を実施している。 

このような状況を踏まえ、以下の目的を持って意向調査を実施する。 

 

１）住民アンケート（沿道地区） 

糸満市～那覇空港直行バスについて、運行ルートやバス停位置、運行時間帯など運

行計画（案）を示した上で、利用意向や詳細なニーズ等を把握するとともに、実証運

行のプロモーション活動の一貫として利用促進を図るため、アンケート調査を実施す

る。 

 

２）観光客アンケート 

糸満市～那覇空港直行バスの実証実験にあたり、糸満市を訪れた観光客の特性を把

握するとともに、糸満市を訪れた観光客の現状やニーズを把握し、運行計画の作成及

び今後の観光施策を推進するための基礎資料とする。 

 

３）関連者ヒアリング 

那覇空港直行路線のルート沿線に立地する商業事業者や観光事業者等に対して意

見を集約するとともに、路線バスの敷地内乗入れや観光イベント等との連携・タイア

ップの可能性を探るため、関係者ヒアリング調査を実施する。 

※ 調査対象：沿道事業者（ホテル）／沿道事業者（店舗）／沿道事業者（集客施設）

／交通事業者／観光関連組織／旅行代理店 
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（２）調査の方法及び回収率等 

１）住民アンケート（沿道地区） 

 

①調査対象 

・糸満市全世帯：6,479 世帯（平成 25 年 10 月配布世帯で算出） 

【糸満 5 地区】 

南区、前端区、新川区、町端区、第１市営住宅 

【西崎 6 地区】 

西崎１丁目、西崎２丁目、西崎団地、西崎３丁目西、西崎第２団地、航空局糸満宿舎 

【高嶺 3 地区】 

真栄里、ガタ原、真栄里団地 

【三和 9 地区】 

伊敷、南波平、福地、伊原、米須、米須団地、大度、さつきの城、摩文仁 

 

 

②調査方法、回収数等 

・自治連絡員による配布、郵送による回収 

・調査期間：平成 25 年 11 月 5 日（火）～平成 26 年 1 月 10 日（金） 

・回収数、回収率 

 

区 分 総 計 糸満地区 西崎地区 兼城地区 高嶺地区 三和地区 

配布数 6,479件 2,090件 2,517件 － 880件 992件 

回収数 359件 93件 154件 － 58件 54件 

回収率 5.5％ 4.4％ 6.1％ － 6.6％ 5.4％ 

平成 26年 1月 10日現在 
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住民アンケート（沿道地区）のサンプル数と信頼性について 

 

通常、アンケート調査の必要標本数（信頼できる回収件数）は、統計理論に基づき、

以下の計算式により求められる。 

 

 

 

 100
-1

1-N

n-N
k 

ｎ

ｐ）ｐ（
誤差（ε）＝  

 

 

 

今回の全世帯アンケートは、母集団である糸満市の世帯数 6,479 世帯に対して、サン

プル数（ｎ）が 359 件（1/10 時点）である。ある設問に対する回答率が 50％（割れる

意見）である場合、最も誤差が大きいと考えられることからｐを 0.5 と仮定すると、結

果の誤差は±5.0％である。 

一般的には、許容できる誤差の範囲は概ね 5％程度に納めることが、社会調査上望ま

しいと言われている。今回の調査は糸満市全体で、誤差は約 5％であることから、統計

的にも妥当であると考えられる。 

  

Ｎ：母集団（調査対象者の総数） 

ｎ：サンプル数 

ｋ：信頼度係数＝1.96 

（通常信頼度を 95％とする） 

ｐ：回答率＝0.5 

ε：許容できる誤差の範囲（概ね 5％以下） 
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２）観光客アンケート 

 

①調査対象者 

・糸満市内の主要観光施設及び宿泊施設に訪れた観光客 

 

②調査方法、回収数等 

○主要観光施設 

・調査員による直接ヒアリングによる調査。回答頂いた方には、観光ＰＲ誌を配布。 

・調査期間：平成 25年 9月 21日（土）、22日（日） 

・回収数 

ひめゆりの塔（162件） 

道の駅いとまん（33件） 

美々ビーチいとまん（106件） 

琉球ガラス村（170件） 

 

○宿泊施設 

・宿泊時にフロントにて調査票を配布・回収。回答頂いた方には、粗品を配布。 

・調査期間：平成 25年 10月 10日（木）～11月 5日（火） 

・回収数 

サザンビーチホテル＆リゾート（72件） 

スポーツロッジ糸満（5件） 

 

 

観光客アンケート回収率 

区 分 総 計 
ひめゆりの

塔 

道の駅 

いとまん 

美々ビーチ 

いとまん 

琉球 

ガラス村 
宿泊施設 

回収数 548件 162件 33件 106件 170件 77件 

構成比 100.0％ 29.6％ 6.0％ 19.3％ 31.0％ 14.1％ 
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３）関係者ヒアリング 

 

業 種 施設名・組織名 

沿道事業者 

（宿泊施設） 

・サザンビーチホテル＆リゾート 

・ホテル スポーツロッジ糸満 

沿道事業者 

（商業事業者） 

・うまんちゅ市場（道の駅いとまん） 

・サンエーしおざきシティ 

沿道事業者 

（観光事業者等） 

・ひめゆり平和祈念資料館 

・糸満観光農園 

観光関連組織 ・糸満市観光協会 

・いちまりん/美ら島観光バス 

・沖縄南部広域観光協会（ＮＰＯ自然体験学校） 

・米須自治会（まち歩きモデル） 

・沖縄観光コンベンションビューロー(OCVB) 

交通事業者 ・沖縄都市モノレール株式会社（ゆいレール） 

・株式会社琉球バス交通 

・ときわ交通合資会社 

旅行代理店 ・株式会社ＪＡＬ ＪＴＡセールス 

・株式会社ＪＴＢ 

・沖縄ツーリスト株式会社（ＯＴＳ） 
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３－２．調査結果 

（１）住民アンケート（沿道地区） 

設 問 

施設名 

概 要 

利用頻度 

・利用頻度についてみると、「①ほぼ毎日」～「④月に 2～3 回」利用する

と回答した割合が、40％を占めている。糸満市～那覇空港直行バスの運

行により、一定の利用が見込まれることが伺える。一方、「⑦利用しない」

と回答した割合は 27％である。 

・地区別でみると、「①ほぼ毎日」～「④月に 2～3 回」利用すると回答し

た割合が、「三和地区」及び「高嶺地区」の市南部の地区では 50％を超

えており、他の地区に比べ高い利用ニーズが伺える。 

・利用頻度について「⑤月に１回」～「⑦利用しない」と回答した方に対

し、利用しづらい理由を確認した所、「①自家用車を利用した方が便利だ

から」が 43％である。運行計画に関連する内容としては、「②料金が高

いから」が 13％と最も高く、次いで「③乗りたい時間帯に走っていない

から」が 7％となっている。 

 

目的地 

（利用したいバス停） 

・利用したいバス停（目的地）は、「①那覇空港」が 54％と最も多く、次

いで「③道の駅いとまん」が 28％、「⑥糸満市役所」が 25％、「②西崎運

動公園」が 20％となっている。 

・その他の意見としては、「アウトレットモールあしびなー」、「モノレール

駅（赤嶺駅）」等の意見が多くあげられた。 

 

利用目的 

・糸満～那覇空港直行バスの利用目的は、「①買い物」が 27％と最も多く、

次いで「②通勤・通学」が 17％、「③観光」が 14％である。 

・地区別に見ると、「三和地区」及び「高嶺地区」の市南部の地区では「①

買い物」が最も多い。また、「西崎地区」では「②通勤・通学」、「糸満地

区」では「③観光」が最も多い。 

利用しやすくする為 

重要なこと 

・より路線バスを利用しやすくするために必要なことは、「①定時運行」及

び「②運賃改定」が 16％で最も多く、次いで「④増便」が 14％、「⑨バ

ス停増設・ルート新設」が 9％となっている。  
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（２）観光客アンケート 

設 問 

施設名 

概 要 

①回答者の

属性 

居住地 

年齢 

・「県内観光客」が 23％、「県外観光客」が 76％。 

・道の駅では、「県内観光客」が 67％と、他の調査地点に比べる

と県内観光客の割合が高い。 

・「20代」が 30％と最も多く、次いで「30代」が 28％、「40代」

が 18％。 

 

②旅行の 

内容 

旅行グループの

構成 

・「家族旅行」が 44％と最も多く、次いで「友達等のグループ旅

行」が 31％。 

旅行グループの

構成 

・「２人」が 37％と最も多く、次いで「３人」が 16％。３人以下

の少人数が、58％と約半数を占めている。 

・県外観光客についてみると、「１人」が 4％「２人」が 44％、

「３人」が 17％。３人以下の少人数が、65％を占めている。 

旅行の日程 ・「２泊３日」が 39％と最も多く、次いで「３泊４日」が 25％。 

・県外観光客についてみると「２泊３日」が 50％と最も多く、

次いで「３泊４日」が 31％、「４泊以上」が 14％。 

③糸満市の

観光 

糸満市に訪れた

回数 

・「初めて」が 40％と最も多く、次いで「4回以上」が 24％。 

・県外観光客についてみると「初めて」が 49％と最も多い。「２

回目」が 24％、「３回目」が 8％、「４回以上」が 13％と、２

回以上のリピーターが 49％。 

 
糸満市の滞在時

間 

・「半日程度」が 37％と最も多く、次いで「2時間以内」が 23％。 

・県外観光客についてみると「半日程度」が 38％と最も多い、

次いで「2時間以内」が 26％。 

④移動手段 

移動手段 ・「レンタカー」が 64％と最も多く、次いで「マイカー」が 19％。

「路線バス」は、1％。 

・県外観光客についてみると「レンタカー」が 82％と最も多い、

次いで「タクシー」が 5％。「路線バス」は 1％。 

 
移動手段の理由 ・「移動が楽だから」が 48％と最も多い。 

・県外観光客についてみると「移動が楽だから」が 46％と最も

多い、次いで「旅行のパックに含まれている」が 12％、「複数

立ち寄りたいから」が 10％。 
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⑤那覇空港

直行路線 

運行間隔 ・運行間隔は、「①30分毎」が 55％と最も多く、短い運行間隔が

望まれている。また、1時間毎の運行（「②1時間毎」～「⑤運

行間隔に関係なく利用しない」の合計）は 37％が利用すると

回答している。 

 

サービス ・「一日フリー乗車券（1,500円程度）」が 67％と最も多く、次い

で「観光案内サービス」が 42％。「手荷物預かりサービス（500

円程度）」が 36％ 
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（３）関係者ヒアリング 

業種 施設名 指摘の要旨 

沿道事業者 

（ホテル） 

サザンビーチホ

テル＆リゾート 

 

ホテル スポーツ

ロッジ糸満 

・若者においても運転免許取得率が下がっている。 

・現状は、赤嶺駅からタクシー利用を案内している。 

・宿泊客の利用目的は、那覇市（国際通り等）、夜の食事、市内

のファミレス。 

・利用者は、タクシー代と比較する。時間が掛かってもバス代

の方が安いからバスに乗る。家族連れや３～４人グループを

バスに乗せるのは、難しい。 

沿道事業者 

（店舗） 

うまんちゅ市場 

（道の駅いとま

ん） 

 

サンエーしおざ

きシティ 

・購入したものを郵送するケースが、県外も県内も増えている。 

・30 分位で次のバスに乗れるなら、降る気になるが、1 時間以

上待つことになるならば、途中下車しない。 

・買い物客は、ほとんどがマイカー利用。バス停が近くにあっ

ても降りていない。 

・折込み広告に、アクセス手段として記載することを検討。 

・サンエーしおざきシティは、バス車両が乗り入れ出来る設計

になっていない。 

沿道事業者 

（集客施設） 

ひめゆり平和祈

念資料館 

 

糸満観光農園 

・「平和祈念資料館」は、25年間広告しないできたが、体験講和

者も 7 人となり、今後は広報活動にも取組む。本日の来場者

数は約 4,000人。 

・「観光農園」は、イベント会場とすることは可能。 

交通事業者 

ゆいレール 

 

琉球バス 

 

 

 

ときわ交通 

・「ゆいレール」の駅＆車内を広告の媒体とすることは、有料で

可能。共通券は無理だが、今あるものに付加は可能。 

・中継ポイントは、集客性が高いことが要件。折返し便と直行

便を混合させると投入台数が増える。 

・新たな乗客の開拓を目指したい。観光客は、非常に流動的。

赤嶺駅周辺は渋滞するので、遅延の原因となる。 

・タクシー利用者の乗車距離は、３km 未満の頻度がきわめて高

い。 

・阿波根、兼城、糸洲、南波平あたりでタクシーを呼んだ場合、

５～１０分程度で駆け付ける体制になっているので、タクシ

ーは、直行バスを補完する機能を持っている。 
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観光関連 

組織 

糸満市観光協会 

 

いちまりん 

 

美ら島観光バス 

 

沖縄南部広域観

光協会（NPO 自然

体験学校） 

 

米須自治会（まち

歩きモデル） 

・「道の駅いとまん」に情報発信機能を持った管理棟を建設予定。

建設すれば、荷物の一時預りは可能。イベント会場としての

利用も可能。(無料) 

・「南風号」の利用者は、7 月 20 日(土)から 9 月 1 日(日)の 44

日間で、3,364人。ホテルのホームページ等に広告。 

・海外からの観光客は増えており、レンタカーよりも公共交通

を望んでいる。 

・リピーターや個人客の多種多様な要求（期待）に対して、移

動手段を増やすことは、地元にとっても経済効果が大きい。 

・観光客が増えれば、興味を持った市民も利用する。 

・那覇市からバスで南部を廻ってみるとレンタカーよりも得し

た感じを得ることができる仕組みが大切。 

・単発ではなく、毎年度継続させてこそ、人が呼べる。 

旅行代理店 

ＪＴＡ 

セールス 

 

 

ＪＴＢ 

 

 

ＯＴＳ 

＜ＰＲポイント＞ 

・路線沿いの施設で利用できるクーポン券と組み合わせる。 

・南部に注目を浴びる企画を立てる。 

・｢糸満まちあるき｣等、他の企画と協調する。 

・夏のターゲットは、親子連れとなる。 

・個人向け商品に組み入れる。 

・観光客の動線に配慮したバスルートを考案すべき。 

・那覇市内に宿泊している観光客もターゲットに含める。 

・インフォメーションには、多言語（英語・中国語・韓国語）

が不可欠。 
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旅行代理店 

ＪＴＡ 

セールス 

 

 

 

ＪＴＢ 

 

 

 

ＯＴＳ 

＜乗降客を増やす方策＞ 

・８月から運行するならば、３月中旬から宣伝。ＰＲに時間を

かける。 

・観光客の滞在中に目に留まる方法でＰＲする。 

・終着駅の糸満観光農園でイベントを開催するか、バスに乗る

ところから始まる企画を考案する。 

・那覇市内の宿泊者にも利用しやすくするために、久茂地から

“うみそらトンネル”を通って、那覇空港を経由するルートと 

 する。 

・外国人にとって、時間的にも安心感が持てるような観光コー

スを設定する。 

・観光客の集客率は企画性によって左右させるので、糸満市が

プロデュースする親子連れを狙った仕掛けを考案する。 

・Ｗebでの旅行商品の関連情報として紹介する。 

・入場券の割引等、利用することにお得感を与える。付加価値

を加える。 

・ホテルや空港での案内所にＰＲを依頼する。 

・Ｗebサイトを活用し、その充実をはかる。 

 

＜商品化の可能性(連携の可能性)＞ 

・現在の商品、「糸満まちあるき」や「観光農園」等では商品に

魅力がないので商品化は困難。 

・ＪＴＡセールスでは、商品開発を行う意思はないが、糸満市

で商品を開発し魅力的な商品があればとしたら商品として取

り入れ販売する可能性がある。 

・現行の商品では商品化は困難 

・夏場の南部観光としては、北部のリゾートホテルに予約が取

れなかったお客様をターゲットにできる。 

・県外客のターゲットは極めて少ない。県内客、外国人客の獲

得を目指した商品化が必要。 

・受託の可能性はある。 

・現行の商品では商品化は困難。 

「飛行機＋ホテル」と「飛行機＋ホテル＋レンタカー」は、

販売協定があり、同じ値段で販売している。「飛行機＋ホテル

＋バス代金」も同金額で勝負するしかなく、日本人観光客向

け商品としては弱い。 

・受託の可能性はある。 

「琉球ガラス村」「ひめゆりの塔」「平和祈念公園」をメイン

に、外国人をターゲットにした提案を行いたい。 
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３－３．住民アンケート（沿道地区） 

  １）利用頻度 

利用頻度についてみると、「①ほぼ毎日」～「④月に 2～3 回」利用すると回答した

割合が、40％を占めている。糸満市～那覇空港直行バスの運行により、一定の利用が

見込まれることが伺える。一方、「⑦利用しない」と回答した割合は 27％である。 

地区別でみると、「①ほぼ毎日」～「④月に 2～3 回」利用すると回答した割合が、

「三和地区」及び「高嶺地区」の市南部の地区では 50％を超えており、他の地区に比

べ高い利用ニーズが伺える。 

利用頻度について「⑤月に１回」～「⑦利用しない」と回答した方に対し、利用し

づらい理由を確認した所、「①自家用車を利用した方が便利だから」が 43％である。

運行計画に関連する内容としては、「②料金が高いから」が 13％と最も高く、次いで

「③乗りたい時間帯に走っていないから」が 7％となっている。 
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  ２）目的地 

利用したいバス停（目的地）は、「①那覇空港」が 54％と最も多く、次いで「③道

の駅いとまん」が 28％、「⑥糸満市役所」が 25％、「②西崎運動公園」が 20％となっ

ている。 

地区別にみると、全ての地区で「①那覇空港」が最も多く、次いで「三和地区」及

び「高嶺地区」の市南部の地区では「③道の駅いとまん」、「糸満地区」では「⑥糸満

市役所」、「西崎地区」では「②西崎運動公園」となっている。 

その他の意見としては、「アウトレットモールあしびなー」、「モノレール駅（赤嶺

駅）」等の意見が多くあげられた。 
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  ３）利用目的 

糸満～那覇空港直行バスの利用目的は、「①買い物」が 27％と最も多く、次いで「②

通勤・通学」が 17％、「③観光」が 14％である。 

地区別に見ると、「三和地区」及び「高嶺地区」の市南部の地区では「①買い物」

が最も多い。また、「西崎地区」では「②通勤・通学」、「糸満地区」では「③観光」

が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ４）利用しやすくするために重要なこと 

より路線バスを利用しやすくするために必要なことは、「①定時運行」及び「②運

賃改定」が 16％で最も多く、次いで「④増便」が 14％、「⑨バス停増設・ルート新

設」が 9％となっている。  
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３－４．観光客アンケート 

１）居住地 

回答者の居住地は、「②関東」が 35％と最も多い。次いで「①沖縄」が 23％、「③

近畿」が 12％、「④中部」が 11％である。また、「道の駅」での回答者は「①沖縄」

が 67％と他の観光地に比べ県内観光客が多い。 

県内観光客の内訳でみると、「②那覇市」が 38％と最も多く、次いで「①糸満市」

が 24％であり、県内観光客の約６割が那覇市及び糸満市内の観光客である。 

 

 

美々ビーチいとまん 

美々ビーチいとまん 
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２）性 別 

回答者の性別は、女性が 45％、男性が 43％と、男女比は、ほぼ同じ割合である。 

「道の駅」は、「女性」の回答者が７割と、他の観光地と比べ女性の割合が高い。 

 

 

 

美々ビーチいとまん 
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３）年 齢 

年齢は、「②20 歳代」が 30％と最も多く、次いで「③30 歳代」が 28％、「④40

歳代」が 18％となっている。 

「道の駅」は、「④40 歳代」以上の割外が 57％と他の観光地に比べ、中高年層の

割合が高い。 

 

 

 

 

美々ビーチいとまん 
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４）旅行のグループ（構成） 

旅行のグループ構成は、「③家族旅行」が 44％と最も多く、次いで「②友達等のグ

ループ旅行」が 31％となっている。 

県内外別でみると、県外の観光客は「③家族旅行」が 52％と最も割合が高い。 

 

 

 

 

美々ビーチいとまん 
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５）旅行のグループ（人数） 

旅行のグループの人数は、「②2 人」が 37％と最も多く、次いで「③3 人」が 16％

である。「③3 人」以下の少人数の旅行グループが 58％と約 6 割を占めている。 

県外の観光客は「③3 人」以下のグループが 65％と多くの割合を占めている。 

 

 

 

 

美々ビーチいとまん 
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６）旅行の日程 

旅行の日程は、「③２泊３日」が 39％と最も多く、次いで「④３泊４日」が 25％

となっている。 

県外観光客の旅行日程は、「④３泊４日」が 50％と最も多く、次いで「③２泊３

日」が 17％である。また、「④４泊以上」と回答した長期滞在の旅行者は 33％であ

る。 

 

 

 

 

美々ビーチいとまん 
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７）糸満市に訪れた回数 

糸満市に訪れた回数は、「①初めて」が 40％と最も多く、次いで「④４回以上」が

24％、「②２回目」が 22％となっている。 

県外観光客は「①初めて」が 49％と最も多く、次いで「②２回目」が 28％である。

また、「③３回」以上のリピーターは 21％である。 

 

 

 

 

美々ビーチいとまん 
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８）移動手段 

移動手段は、「レンタカー」が 64％、「マイカー」が 19％なっている。また。「路

線バス」は 1％である。 

県内外別でみると、県外の観光客は「レンタカー」が 82％と最も多く、県内の観

光客は「マイカー」が 74％と最も多い。 

観光地別でみると、「ひめゆりの塔」と「琉球ガラス村」は「レンタカー」の割合

が最も高く、「道の駅」と「美々ビーチいとまん」は「マイカー」の割合が最も高い。 

   

 

1% 

 

美々ビーチいとまん 
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９）理由 

移動手段の選択理由は、どの観光地でも「①移動が楽だから」が最も多い。 

県外観光客は、「①移動が楽だから」が 46％と最も多いが、次いで「②旅行のパック

に含まれているから」で 12％を占めている。 

 

 

 
 

 

美々ビーチいとまん 
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１０）滞在時間 

滞在時間は、「②半日程度」が 37％と最も多く、次いで「①２時間以内」が 23％

である。「①２時間以内」及び「②半日程度」の合計が 60％を占めている。 

県内外別では、どちらも「②半日程度」が最も多い。 

 

 

 

 

美々ビーチいとまん 
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１１）糸満市内の目的地 

糸満市内の目的地は、「③ひめゆりの塔/ひめゆり平和祈念資料館」が 61％と最も

多く、次いで「⑦琉球ガラス村」が 49％、「①平和祈念公園/沖縄県平和祈念資料館」

が 35％となっている。 

県外観光客の約半数は「③ひめゆりの塔/ひめゆり平和祈念資料館」と「⑦琉球ガ

ラス村」を訪れている。 
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１２）沖縄県南部地域の目的地 

南部地域の目的地は、「①那覇市内/国際通り」が 60％と最も多く、次いで「②首

里街並み/首里城公園/守礼門」が 37％、「③沖縄アウトレットモールあしびなー」が

25％となっている。 

県内と県外のどちらの観光客も「①那覇市内/国際通り」が最も多い。 
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１３）運行間隔 

運行間隔は、「①30 分毎」が 55％と最も多く、短い運行間隔が望まれている。ま

た、1時間毎の運行（「②1時間毎」～「⑤運行間隔に関係なく利用しない」の合計）

は 37％が利用すると回答している。特に、県内観光客の多い「道の駅」では、「⑤

運行間隔に関係なく利用しない」と回答が 27％と多い。 

県内外別にみると、県内の観光客より県外の観光客の方が短い運行間隔を望んで

いる。 

 

 

 

 

美々ビーチいとまん 
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１４）サービス 

利用促進に向けてサービスは、「①一日フリー乗車券(1500 円程度)」が 67％と最

も多く、次いで「②観光案内サービス」が 42％、「③手荷物預かりサービス(500 円

程度)」が 36％となっている。 
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４．運行計画  

 

４－１．利用者像（ターゲット） 

新しい公共交通の運行は、沖縄における県外来訪者の主要な交通施設である「那覇空

港」と「糸満市」を結び、糸満市南部に点在する観光資源へのアクセス性および周遊性

を高めることで、観光客の糸満市内に滞在する時間の増大化を図り、観光による地域活

性化を達成させることを目的とする。観光ニーズが多様化し、繰り返し沖縄県に訪れる

リピーター観光客や海外から訪れる観光客などへの対応が求められるなか、那覇空港か

ら糸満市への直行バス路線は、沿線施設への経済効果も期待できる。 

また、沿線地域住民にとってこの直行バス路線は、糸満市と県の玄関口とをつなぐ幹

線路線にも位置付けることができ、市民の公共交通の充実を図る効果も期待できる。幹

線となるバス路線を充実させることでバスを利用する機会が増え、既存のバス路線を利

用する頻度も高まる。バスに乗ることの習慣を高めることで、既存路線との相乗効果や

二酸化炭素の削減に期待することができる。 

 

 

実証実験のターゲットニーズ 

 
 観光客のニーズ 地域住民のニーズ 

①路線 

  

②運行頻度など 

  

③運賃・料金 

  

④情報提供 

  

公共交通での観光地間の移動が容易に 

病院・商業施設など、生活施設 

観光シーズン、 

土日の昼間のニーズ 

運賃・料金は安いほど利用しやすい 

分かり易い運賃・料金体系 

初めての利用者や外国人観光客にも 

分かり易いしやすい経路案内・乗り換え案内 

環境負荷の低減、渋滞緩和などへの効果周知 

平日の朝夕 

通勤・通学のニーズ 

目的地まで速く、渋滞の少ないルート 
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４－２．運行計画 

（１）運行ルート設定の考え方 

 運行ルートは、次の考え方に基づき設定した。 

 ①那覇空港～糸満市街は、速達性を求め国道 331 号のバイパスである豊見城道路と

糸満道路を利用する。 

 ②糸満市南部の主要観光施設の周遊性を高め糸満中心部へのアクセス性を強化する

ため、国道 331 号を利用する。 

 

運行ルート 
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運行概運行概要 糸満～那覇空港直行バス路線運行計画（案） 

◆運行計画（案）の概要 

①運行日：平成 26 年８月～12 月の毎日 

②運行間隔：１時間に１本 

③運行時間帯：午前８時～午後８時（那覇空港を基準） 

④料金：距離制（一日フリー乗車券 1,500円を検討） 

例 1 那覇空港→糸満観光農園（約７０分）：790 円程度 

例２ 那覇空港→道の駅いとまん（約３０分）：490 円程度 

 

バス停名称 主要周辺施設 

那覇空港 国内線ターミナル 
・那覇空港 国内線ターミナル 

・沖縄都市モノレール「那覇空港駅」（6 時～23 時 30 分） 

那覇空港 国際線ターミナル ・那覇空港 新 国際線ターミナル 

西崎運動公園前 
・西崎運動公園 

・県営西崎第２団地  

道の駅いとまん前 

・糸満物産センター（10 時～20 時） 

・JA ファーマーズマーケットいとまん（9 時～19 時） 

・糸満漁港協同組合 お魚センター（10 時～19 時） 

サザンビーチホテル前 
・サザンビーチホテル＆リゾート 

・美々ビーチいとまん 

糸満漁港入口 

・糸満漁港 

・糸満市公設市場 

【あるっく糸満（漁港コース）】 

糸満市役所前 
・糸満市役所 

・サンエーしおざきシティ（9 時～24 時） 

真栄里入口 【あるっく糸満（真栄里コース）】 

南部病院前 ・南部病院 

琉球ガラス村前 ・琉球ガラス村（9 時～18 時） 

ひめゆりの塔前 ・ひめゆり平和祈念資料館（9 時～17 時） 

米須 【米須村丸ごと生活博物館】 

平和祈念堂入口 
・平和祈念堂（9 時～17 時） 

【あるっく糸満（平和祈念堂コース）】 

糸満観光農園前 ・糸満観光農園（9 時～18 時） 
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（２）バス停位置 

【名称（仮称）】那覇空港 国内線ターミナル 

【概    要】既設の「那覇空港国内線路線バス乗り場」を利用する。 

【周 辺 施 設】那覇空港（国内線旅客ターミナルビル）、沖縄都市モノレール「那覇空港駅」 

【現 況 写 真】 

○那覇空港⇒糸満観光農園、糸満観光農園⇒那覇空港（同一乗場） 

  

 

【設置位置図】 

 

 

凡例 

糸満観光農園⇒那覇空港 

那覇空港⇒糸満観光農園 



新しい公共交通検討事業 

 

 

 

【名称（仮称）】那覇空港 国際線ターミナル 

【概    要】「那覇空港国際線路線バス乗り場」を利用する。 

【周 辺 施 設】那覇空港（新 国際旅客ターミナルビル（平成 26年 2月供用開始））、 

沖縄都市モノレール「那覇空港駅」 

【現 況 写 真】 

○那覇空港⇒糸満観光農園、糸満観光農園⇒那覇空港（同一乗場） 

  

 

【設置位置図】 

 

凡例 

糸満観光農園⇒那覇空港 

那覇空港⇒糸満観光農園 
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【名称（仮称）】西崎運動公園前 

【概    要】既設の「西崎運動公園前」バス停を利用する。 

【周 辺 施 設】西崎運動公園、県営西崎団地等 

【現 況 写 真】 

○那覇空港⇒糸満観光農園 

  

○糸満観光農園⇒那覇空港 

  

【設置位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 

糸満観光農園⇒那覇空港 

那覇空港⇒糸満観光農園 
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【名称（仮称）】道の駅いとまん前 

【概    要】「道の駅いとまん」敷地内に仮設バス停を設置する。 

【周 辺 施 設】糸満市物産センター、ファーマーズマーケットいとまん、 

糸満漁港協同組合 お魚センター 等 

【現 況 写 真】 

○那覇空港⇒糸満観光農園、糸満観光農園⇒那覇空港（同一乗場） 

  

【設置位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 

糸満観光農園⇒那覇空港 

那覇空港⇒糸満観光農園 
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【名称（仮称）】サザンビーチホテル前 

【概    要】「サザンビーチホテル」敷地内に仮設バス停を設置する。 

【周 辺 施 設】サザンビーチホテル、美々ビーチいとまん 

【現 況 写 真】 

○那覇空港⇒糸満観光農園、糸満観光農園⇒那覇空港（同一乗場） 

    

【設置位置図】 

 

 

凡例 

糸満観光農園⇒那覇空港 

那覇空港⇒糸満観光農園 
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【名称（仮称）】糸満漁港入口 

【概    要】「国道 331号バイパスの側道」に仮設バス停を設置する。 

【周 辺 施 設】糸満漁港、糸満公設市場、（あるっく糸満 字糸満コース） 

【現 況 写 真】 

○那覇空港⇒糸満観光農園 

  

○糸満観光農園⇒那覇空港 

  

【設置位置図】 

 

 

凡例 

糸満観光農園⇒那覇空港 

那覇空港⇒糸満観光農園 
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【名称（仮称）】糸満市役所前 

【概    要】既設の「糸満市役所前」バス停を利用する。 

【周 辺 施 設】糸満市役所、サンエーしおざきシティ 

【現 況 写 真】 

○那覇空港⇒糸満観光農園 

  

○糸満観光農園⇒那覇空港 

  

【設置位置図】 

凡例 

糸満観光農園⇒那覇空港 

那覇空港⇒糸満観光農園 
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【名称（仮称）】真栄里入口 

【概    要】既設の「真栄里入口」バス停を利用する。 

【周 辺 施 設】糸満市立中央図書館、（あるっく糸満 字真栄里コース） 

【現 況 写 真】 

○那覇空港⇒糸満観光農園 

  

○糸満観光農園⇒那覇空港 

  

【設置位置図】 

 

 

 

凡例 

糸満観光農園⇒那覇空港 

那覇空港⇒糸満観光農園 
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【名称（仮称）】南部病院前 

【概    要】既設の「南部病院前」バス停を利用する。 

【周 辺 施 設】南部病院、糸満市社会福祉センター 

【現 況 写 真】 

○那覇空港⇒糸満観光農園 

  

○糸満観光農園⇒那覇空港 

  

【設置位置図】 

 

 
凡例 

糸満観光農園⇒那覇空港 

那覇空港⇒糸満観光農園 
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【名称（仮称）】琉球ガラス村前 

【概    要】「琉球ガラス村」敷地内に仮設バス停を設置する。 

【周 辺 施 設】琉球ガラス村 

【現 況 写 真】 

○那覇空港⇒糸満観光農園、糸満観光農園⇒那覇空港（同一乗場） 

  

  

【設置位置図】 

 

 

 

 

駐車場内で旋回が困難な

場合は、場内を通過する

ルートも検討 

凡例 

糸満観光農園⇒那覇空港 

那覇空港⇒糸満観光農園 
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【名称（仮称）】ひめゆりの塔前 

【概    要】既設の「ひめゆりの塔前」バス停を利用する。 

【周 辺 施 設】ひめゆり祈念資料館 等 

【現 況 写 真】 

○那覇空港⇒糸満観光農園 

  

○糸満観光農園⇒那覇空港 

  

【設置位置図】 

 凡例 

糸満観光農園⇒那覇空港 

那覇空港⇒糸満観光農園 
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【名称（仮称）】米須 

【概    要】既設の「米須」バス停を利用する。 

【周 辺 施 設】（米須村丸ごと生活博物館） 

【現 況 写 真】 

○那覇空港⇒糸満観光農園 

  

○糸満観光農園⇒那覇空港 

  

【設置位置図】 

 

 

 

 

凡例 

糸満観光農園⇒那覇空港 

那覇空港⇒糸満観光農園 
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【名称（仮称）】平和祈念堂入口 

【概    要】既設の「平和祈念堂入口」バス停を利用する。 

【周 辺 施 設】平和祈念堂、沖縄県立平和祈念資料館、平和の礎 等 

【現 況 写 真】 

○那覇空港⇒糸満観光農園 

  

○糸満観光農園⇒那覇空港 

  

【設置位置図】 

 
凡例 

糸満観光農園⇒那覇空港 

那覇空港⇒糸満観光農園 
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【名称（仮称）】糸満観光農園前 

【概    要】「糸満観光農園」敷地内に仮設バス停を設置する。 

※ 開園時間(9時～18時)以外は乗入れない。 

【周 辺 施 設】糸満観光農園 

【現 況 写 真】 

○那覇空港⇒糸満観光農園、糸満観光農園⇒那覇空港（同一乗場） 

  

【設置位置図】 

 

 
凡例 

糸満観光農園⇒那覇空港 

那覇空港⇒糸満観光農園 
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参考：その他のバス停候補地 

【名称（仮称）】 赤嶺駅前 

【概    要】 

 

糸満市方面から「赤嶺駅」に向かう際、赤嶺交差点は交通量が多く、右折に時

間を要する。そのため「赤嶺駅」を経由するよりも「那覇空港駅」に直接向か

う場合の方が時間ロスは少ない事が想定される。 

また、国道 331号沿いにバス停を設置した場合、歩行者にとっては、5分程度

（約 400ｍ）歩かなければ「赤嶺駅」に到着しないことからも、利用者にとっ

て時間ロスは大きい。 

加えて、「那覇空港駅」「赤嶺駅」から他の駅へは、同一料金の区間が多く、料

金差が発生する場合でも最大 40 円であることから、利用者にとって料金的負

担は大きくないと考えられる。 

【周 辺 施 設】 沖縄都市モノレール「赤嶺駅」等 

【現 況 写 真】 

○那覇空港⇒糸満観光農園 

  

○糸満観光農園⇒那覇空港 
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【設置位置図】 

 

 

国道 331 号沿道で、上下

線共にバス停を設置でき

るスペースがない。 

凡例 

糸満観光農園⇒那覇空港 

那覇空港⇒糸満観光農園 
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【名称（仮称）】 アウトレットモール前 

【概    要】 アウトレットモール「あしびなー」を経由する場合、国道 331号バイパスの構

造上、遠回りをしなければならない。また、周辺には「豊崎レンタカーステー

ション」があり、観光シーズンはバイパスの出入口などで渋滞が発生すること

から、時間的ロスが大きい。（ヒアリングによると、渋滞により路線バスの時

刻が 30分以上遅延する場合もある。） 

加えて、「あしびなー」を経由する場合、既存バス路線 95番（那覇バス）と、

路線が重複するが、95 番は不採算路線であることもあり、関係部局と負担金

について協議が必要となる。 

【周 辺 施 設】 沖縄アウトレットモール「あしびなー」、豊崎レンタカーステーション等 

  

【現況写真】 

  

【設置位置図】 

 

 

凡例 

糸満観光農園⇒那覇空港 

那覇空港⇒糸満観光農園 
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（３）運行日 

糸満市～那覇空港直行バスは、観光客の利用を中心に地域住民も利用できる公共交通

機関として、平日・休日問わず需要が発生する見込みがあるため、平日・休日ともに運

行する。 

実証実験は、平成 26年度に運行することを目標に、準備期間や実証実験結果の取りま

とめ等を考慮し、運行期間は、平成２６年８月～１２月の５ヶ月間とする。 

 

糸満市～那覇空港直行バス 運行日（案） 

○運行日は、「平日・休日」とも運行する。 

○実証実験の運行期間は、８月～１２月の５ヶ月間とする。 

 

 

実証実験期間中（8月～12月）の糸満市内主要イベント 

８月 

○獅子舞・エイサー・角力（沖縄すもう） 

旧暦 7 月 15 日・旧盆 

会場／市内各地域 

 

９月 

○糸満大綱引き 

旧暦 8 月 15 日 

会場／国道 331 号（白銀堂～糸満ロータリー間） 

○真栄里大綱引 

旧暦 8 月 16 日 

会場／真栄里メーミチ広場 

 

１０月 

○南部豊かな海づくり大会 

会場／沖縄県水産公社（糸満漁港 北区） 

 

１２月 

○平和の光・ピースフルイルミネーション（平和の光事業） 

会場／糸満観光農園 
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（４）運行間隔及び運行時間帯 

那覇空港直行路線バスの運行間隔は、観光に必要な運行間隔として、１時間に１本を

基本とする。また、運行時間帯は那覇空港発着便及び観光施設の運営時間帯から、午前

8時～午後８時とする。 

 

糸満市～那覇空港直行バス 運行間隔及び運行時間帯（案） 

○運行間隔は「１時間に１本」を基本とする。 

○運行時間帯は、那覇空港を基準に午前８時～午後８時とする。 

※運行間隔及び運行時間帯は、実証実験において利用者ニーズや交通状況等を踏まえ、見直

す場合もある。 

 

 

糸満市～那覇空港直行バス 運行ダイヤ（案） 

  

  

 

美々ビーチいとまん 

美々ビーチいとまん 
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参考：関連施設等の時間帯 

①空港の出発到着分布 

那覇空港の時間別発着便数により、望ましい運行時間帯をみると、9 時～20 時に発着

便が多くなってきている。なお、出発便は空港への到着を出発時刻の 1 時間前と考え算

出。 

那覇空港発着便からみた那覇空港直行路線の運行時間帯は、那覇空港を基準として 8

時～20時が望ましいと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 那覇空港の時間帯別発着便数 

 

②観光地の見学時間 

観光地の見学時間は下表となっており、8 時～20 時までの運行時間であれば、主要観

光施設へのアクセスに観光客が利用できる。 

施設名 営業時間 平均所要時間

糸満市
物産センター 10:00～20：00 60分

琉球ガラス村 9：00～18：00 60分

ひめゆり平和
祈念資料館 9：00～17：00 60分

平和祈念資料館 9：00～17：00 50分

糸満観光農園
（レストラン）

9：00～18：00
（11:30～18：00） 60分  

[便数]

那覇空港出発便

マイナス1時間
那覇空港到着便

6時 0 0

7時 9 0

8時 5 2

9時 9 10

10時 11 11

11時 12 18

12時 16 12

13時 10 13

14時 18 14

15時 8 13

16時 13 8

17時 10 11

18時 11 13

19時 13 8

20時 3 8

21時 1 4

22時 0 4

23時 0 0

計 149 149

※2013年9月のスケジュール

0
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20

6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時

便
数

［
便
/時

間
］

那覇空港の発着時間帯にみる公共交通の発着時間帯

那覇空港出発便

マイナス1時間

那覇空港到着便

※出発便のために空港に到着する時刻を、出発便の1時間前としている。

※平均所要時間は観

光バスツアーのスケ

ジュールおよび糸満

市ホームページより

作成 
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（５）料金 

運賃は、当該地域を運行している既存路線バスの運賃を踏まえ、距離制による料金体

系とする。また、一日フリー乗車券は、他の交通手段の料金等を踏まえ、1,500 円程度

とする。 

 

糸満市～那覇空港直行バス運賃（案） 

○運賃は「対キロ区間制」を基本とする。 

 ・那覇空港～糸満観光農園：790円 

 ・那覇空港～道の駅いとまん：490円 

○一日フリー乗車券は、1,500円程度とする。  

※運行ルートの一部変更により、料金変更の可能性あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推定運賃（消費税改定後）

ひめゆりの塔

米須

平和祈念堂入口

糸満観光農園

160

糸満市役所前

真栄里入口

南部病院前

琉球ガラス村 160 170 230

サザンビーチホテル

道の駅いとまん

糸満漁港入口

国内線

国際線

西崎運動公園前

道の駅いとまん

230

390 390

160 170 490 490

490

160 490 490

490

160 160 170 200 520 520

160 160 160

160 160 170 200 200 580 580

160 160 170 200 210 210 600 600

160 160 170 170 230 210 230 650 650

260 250 270 260 260 680 680

160 190 250 280 320 260 280 300 300 680 680

190 240 290 340 360 320 340 350 350 710 710

250 290 350 400 460 470 470 470 470 480 480 790 790

160 250 290 350 400 460 470 470 790 790470 470 480 480

推定運賃（増税後） 
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（６）車両 

実証実験において利用する車両は、バス事業者からのリースを想定し、中型バス（25

～28人乗り程度）とする。今後、本格運行に移行した段階で、専用車両の購入等を検討

する。 

また、車両の利便性を高めるため、車両デザイン・愛称の検討、車内での観光案内、

公衆無線 LAN（Wi-Fi）接続サービスの実施を行う。 

 

①車両デザイン・愛称 

・糸満市の観光イメージにあった愛称とバス車体のデザインを新たに施す。 

・利用者に親しみや愛着を持ってもらうと伴に、バスが運行されていることを広く周知さ

れるようなデザインとする。 

 

②観光案内 

・車内では、音声だけでなく観光案内映像も流し、糸満市の魅力や観光施設の情報を伝え

る。 

・アナウンス及びサインは、外国人観光客のためにも多言語（日本語、英語、韓国語、中

国語（繁体字・簡体字））とする。 

 

③公衆無線 LAN（Wi-Fi）接続サービス 

・国内外の観光客のニーズに応えるために、車内での公衆無線 LAN（Wi-Fi）接続サービス

を提供する。 

 

  
▼那覇市「ゆいゆい号」（中型バス） ▼玉泉洞糸満線（中型バス） 

http://www.park1964.com/n_information/wifi.html
http://www.park1964.com/n_information/wifi.html
http://www.park1964.com/n_information/wifi.html
http://www.park1964.com/n_information/wifi.html
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（７）既存路線への影響 

１）玉泉洞糸満線 

「玉泉洞糸満線」は向陽高校への通学利用が多い路線である。「糸満市～那覇空港直行

バス」と路線が重複するものの、重複するバス停は、「糸満市役所」「真栄里入口」「南部

病院前」「ひめゆりの塔前」「米須」「平和祈念堂入口」の６箇所である。 

また、平成 25年度糸満市バス対策会議資料によると、重複するバス停での目的地とす

る利用者（降車数）は、「下り・玉泉洞向け」で 18人/86人「上り・糸満向け」で 15人

/63 人とである。乗車・降車の状況から、玉泉洞糸満線への影響は限定的であると考え

られる。 

 

▼玉泉洞糸満線の乗降者数（平成 25年 6月 13日） 

乗車 降車 乗車 降車
糸満バスターミナル 6.0 玉泉洞前 2.0
糸満市役所入口 3.0 長毛東口
糸満市場入口 11.0 公民館前 1.0
糸満ロータリー 6.0 長毛 1.0
糸満市場前 3.0 魚市場前
潮崎二丁目 1.0 港川
糸満市役所前 向陽高校前 29.0
潮崎入口 具志頭ドライブイン 1.0
双子橋 1.0 具志頭売店前
双子橋 11.0 具志頭 3.0
糸満郵便局前 1.0 1.0 玻名城入口 2.0 1.0
真栄里入口 1.0 玻名城
南部病院前 1.0 3.0 安里 4.0
名城 与座 1.0 1.0
小波蔵 1.0 仲座 1.0 1.0
糸洲 1.0 ひめゆりパーク
波平入口 6.0 1.0 平和祈念堂入口 8.0
山城入口 1.0 健児の塔入口
伊原入口 1.0 みなみの里前
伊原 摩文仁ファミリー 1.0
ひめゆりの塔前 4.0 2.0 晴明病院前 4.0
米須入口 1.0 1.0 大度 1.0
米須農協前 2.0 米須 3.0 5.0
米須 5.0 2.0 米須農協前
大度 4.0 米須入口
晴明病院前 6.0 ひめゆりの塔前 2.0
摩文仁ファミリー 伊原
みなみの里前 2.0 伊原入口
健児の塔入口 山城入口 1.0 1.0
平和祈念堂入口 8.0 11.0 波平入口
ひめゆりパーク 1.0 糸洲
仲座 1.0 1.0 小波蔵 1.0
与座 1.0 名城 3.0
安里 1.0 1.0 南部病院前 4.0
玻名城 1.0 真栄里入口 6.0
玻名城入口 1.0 糸満郵便局前 3.0
具志頭 12.0 1.0 双子橋 5.0
具志頭売店前 2.0 2.0 潮崎入口
具志頭ドライブイン 2.0 糸満市役所前
向陽高校前 20.0 潮崎二丁目
港川 6.0 糸満市場前
魚市場前 糸満市場前 1.0
長毛 4.0 糸満ロータリー 4.0
公民館前 1.0 糸満市場入口 10.0
長毛東口 糸満市役所入口 3.0
玉泉洞前 6.0 糸満バスターミナル 12.0

計 86.0 86.0 計 63.0 63.0
H25.6.13調査

輸送人員
下り・玉泉洞向け

輸送人員
　上り・糸満向け
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２）南部循環線 

「南部循環線」は三和地区・高嶺地区から市役所や病院・買い物等、日常生活での利

用が多い路線である。「糸満市～那覇空港直行バス」と路線が重複するものの、重複する

バス停は、「糸満市役所」「真栄里入口」「南部病院前」「ひめゆりの塔前」「米須」「平和

祈念堂入口」の６箇所である。 

また、平成 25年度糸満市バス対策会議資料によると、重複するバス停での目的地とす

る利用者（降車数）は、「真壁・喜屋武廻り」で 11 人/47 人「喜屋武・真壁廻り」で 4

人/35 人とである。乗車・降車の状況から、南部循環線への影響は限定的であると考え

られる。 

 

▼南部循環線の乗降者数（平成 25年 6 月 13日） 

乗車 降車 乗車 降車
糸満バスターミナル 6.0 糸満バスターミナル 7.0
糸満市役所入口 1.0 糸満市役所入口 1.0
潮崎入口 糸満市場入口 3.0
潮崎二丁目 糸満ロータリー 1.0
糸満市役所前 糸満市場前 1.0
糸満市役所入口 潮崎二丁目
糸満市場入口 5.0 糸満市役所前
糸満ロータリー 1.0 潮崎入口
新島 3.0 双子橋 1.0
糸満小学校前 1.0 双子橋
照屋 糸満郵便局前 1.0
照屋入口 真栄里入口 5.0 1.0
高嶺入口 南部病院前 5.0 1.0
大里 3.0 名城 1.0
高嶺小学校前 1.0 3.0 小波蔵
県営新垣団地入口 喜屋武小学校前 3.0
新垣 1.0 喜屋武 2.0 4.0
真栄平 喜屋武小学校前 1.0
宇江城 1.0 2.0 小波蔵
真壁入口 1.0 糸洲
北真壁 波平入口 10.0
真壁 1.0 1.0 山城入口
真壁小学校前 伊原入口 1.0
保育所前 1.0 1.0 伊原
南真壁 1.0 ひめゆりの塔前 2.0
米須 1.0 3.0 米須入口 1.0
米須農協前 1.0 米須農協前 1.0
米須入口 1.0 米須 2.0
ひめゆりの塔前 1.0 3.0 南真壁 1.0
伊原 保育所前
伊原入口 真壁小学校前
山城入口 真壁
波平入口 2.0 3.0 北真壁
糸洲 1.0 真壁入口
小波蔵 3.0 1.0 宇江城 1.0
喜屋武小学校前 1.0 真栄平 2.0
喜屋武 3.0 2.0 新垣
喜屋武小学校前 県営新垣団地入口
小波蔵 3.0 1.0 高嶺小学校前 1.0
名城 2.0 大里 3.0
南部病院前 3.0 3.0 高嶺入口
真栄里入口 1.0 1.0 照屋入口
糸満郵便局前 2.0 照屋
双子橋 1.0 糸満小学校前 3.0
潮崎入口 新島
糸満市役所前 1.0 糸満ロータリー
潮崎二丁目 糸満市場入口 4.0
糸満市場前 1.0 糸満市役所入口
糸満市場前 4.0 糸満市役所前
糸満ロータリー 4.0 潮崎二丁目
糸満市場入口 3.0 潮崎入口
糸満市役所入口 糸満市役所入口
糸満バスターミナル 4.0 糸満バスターミナル

計 47.0 47.0 計 35.0 35.0
H25.6.13調査

輸送人員
真壁・喜屋武廻り

輸送人員
喜屋武・真壁廻り
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４－３．利用促進策 

（１）観光地滞在の魅力づくり 

１）テーマや所要時間別の旅行プランの提案 

・歴史や食、風景などの糸満市の観光資源をまとめ、テーマ別・所要時間別でめぐる観光

プランを設定してアピールする。  

・各観光資源の見頃の時期、アクセス方法と、めぐるのに適した順番やルート、費用など

を記したパンフレット・地図等を提供する。  

・美しい風景等は、写真の対象となりやすく、ブログやＳＮＳへの掲載などの効果が期待

されるので、インターネット等との連携を検討する。  

・知られていない資源を発掘するほか、魅力を高めるための取組みも必要である。  

 

２）南部地域観光資源のＰＲ 

・「沖縄ワールド・玉泉洞」や「斎場御嶽」など、他の南部地域の観光資源についても、

観光資源の連携を考慮し、必要に応じて積極的なＰＲを行う。 

 

 

（２）観光交通の利便性の向上 

１）観光交通マップ等の作成 

・那覇市中心部から那覇空港までの交通機関を含め、糸満～那覇空港直行バスの沿線の観

光施設、主な区間の所要時間、料金、運行頻度等を掲載した観光交通マップを作成する。 

・外国人観光客に提供するための多言語（英語、韓国語、簡体字・繁体字）の観光交通 

マップを作成する。  

 

２）お得な乗車券の販売とわかりやすいＰＲ  

・「一日フリー乗車券」を利用することで、観光施設の施設入場料割引やお土産の割引が

受けることが出来るサービスを実施するとともに、そのようなサービスの存在を観光客

に分かりやすく広報する。 

 

３）荷物預かりサービス 

・「那覇空港」の荷物預かりサービスをＰＲするともに、「道の駅いとまん」等、各観光施

設で荷物預かりサービスを検討する。 
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４）利便性の高い車両設備など 

①車両デザイン・愛称 

・利用者に親しみや愛着を持ってもらうと伴に、バスが運行されていることを広く周知す

るために、糸満市の観光イメージにあった愛称を付け、直行バスであることが一目で分

かるデザインの車体とする。 

 

②観光案内 

・車内放送は、例えば「米須地区の紹介」などの観光案内映像を流し、糸満市の魅力や観

光施設の情報を伝える。 

・外国人観光客のために、多言語（英語、韓国語、中国語（繁体字、簡体字））の情報も

提供する。 

 

③公衆無線 LAN（Wi-Fi）接続サービス 

・外国人観光客からの無料公衆無線 LAN環境へのニーズは非常に高く、車内での利便性向

上を図るため、車内での公衆無線 LAN（Wi-Fi）接続サービスを実施する。 

 

 

（３）広報活動 

１）多様なニーズに対応した情報提供  

・那覇空港やモノレール駅での広報に加え、那覇市中心部のホテルの集客効果を考慮して、

宿泊施設などでの広報を行う。  

・観光協会、交通事業者、旅行代理店、航空会社、などと連携した PRを実施する。  

・糸満市への訪れた観光客はリピーターになってもらうとともに、インターネットや口コ

ミによる情報発信を期待する。 

 

２）マスコミの活用 

・実証実験の取組みや観光施設の話題（ニュース）は、新聞やテレビ等、マスコミで取り

上げてもらうよう‘話題づくり'を意識した取組みを心がける。  

 

http://www.park1964.com/n_information/wifi.html
http://www.park1964.com/n_information/wifi.html
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（４）他事業との連携 

１）観光資源を活かすイベントとの連携 

・既に多数のイベントが行われているのでそれらの魅力アップを図るとともに、「あ・る

っく糸満」や「米須村丸ごと生活博物館」、「平和の光事業」など、既存の観光資源を

活かすイベントと連携を検討する。 

・公共交通で訪れるメリット含めて、他事業との連携が大切である。例えば、食事と併

せてお酒が飲めるなど、公共交通独自の特徴を整理する。 

 

２）観光ボランティアの人材の育成（発掘）と活用  

・糸満市の観光ボランティアの人材の育成事業等と連携し、糸満市～那覇空港直行バス

の車内ガイトとして案内を検討する。 

 

 

（５）その他 

１）体験メニュー等の情報及び手配の一元化  

・体験メニューの情報、ガイドやインストラクターの情報等を一元化し、利用者が希望

するものを直接手配するのではなく、希望するものを選んで申し込むとその手配が出

来る窓口等、情報および手配の一元化を検討する。 

 

２）外国人観光客の受入態勢の整備  

 ①外国人観光客のための案内の充実  

・外国人観光客にお薦めの観光スポットの情報、外国人観光客が興味を持ちそうなテー

マの情報、周遊する周辺観光地に関する情報をストックしておき、ニーズに応じた情

報提供ができるよう準備を行う。  

  

②外国語パンフレット・地図の作成  

・外国人観光客に提供するための外国語のパンフレット・地図を作成する。  

・観光対象へのアクセス、見学に要する時間、料金など実用性のある情報を掲載する。  

 

③外国語案内サインの整備  

・主要な観光地点、観光ルート上の主要な地点、バス停などに外国語表記の簡易案内サ

インを整備する。 
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５．事業収支 

 

５－１．実証実験運行経費の試算 

実証実験（運行期間 5ヶ月）では、以下の経費が想定される。 

ただし、本格運行を開始する際の経費は「１．（1）運行経費」程度となる。 

 

表 平成２６年実証実験運行経費 

項 目 概 要    金 額 (円) 

１．糸満市～那覇空港直行バス運行経費 

（１）運行経費 

（２）施設整備費 

 

・バス運行経費（153 日＋1 日） 

・車両・設備等リース 

・車両改造費 

・車両デザイン費 

・仮設バス停設置費 

・バス停サイン 

・一日フリー乗車券印刷費 

27,709,035 

 

※内運行経費 

18,854,035 

 

２．観光プログラム企画・提案 

（１）観光プログラムの企画等 

（２）ボランティアガイドの養成 

（３）関連施設との連携 

・観光プログラム企画 

・ボランティアガイド養成・人件費 

・ガイド資料印刷費 

・関連施設との連携 6,542,075 

３．プロモーション活動等 

（１）ポスター・チラシデザイン製作 

（２）WEBサイト、PR 動画製作 

（３）県外旅行イベント等への参加 

・ポスター・チラシ印刷費 

・県外旅行イベント参加等 

・Wi-Fi（無線 LAN）構築 

・広告掲載料 16,874,138 

４．利用実態調査 

（１）利用実態調査 

（２）運行計画の見直し検討 

①中間見直し（案）の検討 

②本格運行の検討 

（３）地域路線の方向性検討 

・地域住民に対するアンケート調査 

・観光客に対するアンケート調査 

・乗り込み実態調査 

・見直し運行計画 

・本格運行（案） 

・地域路線への影響等の整理 4,301,171 

５．実証実験の運営補助 

 （１）実証実験運営に関する事務 

 （２）委員会等の運営補助 

  ① 委員会（４回） 

② 幹事会（４回） 

  ③ 庁議等への報告（２回） 

・実証実験運営に関する事務 

・委員会等の運営補助 

3,249,306 

計  58,675,725 

改 め  58,680,000 

消費税相当額  4,694,400 

合 計  63,374,400 

 

（参考） 

事業費  63,374,400 

運賃収入（見込み） 需要予測結果より 15,540,000 

補助相当額 事業費－運賃収入（見込み） 47,834,400 
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５－２．需要予測 

（１）需要予測の概要 

観光客アンケート調査及び住民アンケート調査（沿道地区）、その他既存の調査結

果等を基に、糸満市～那覇空港直行バスの利用者予測を行う。 

需要予測としては、主なターゲットとなる①沖縄県内及び県外からの観光客、②外

国人観光客、③沿線住民に対し、以下の手順で利用者予測を行う。 

 

１）沖縄県内及び県外観光客 

①糸満市を訪れる個人観光客数 

「沖縄県平和記念資料館年報（平成 24 年）」から、糸満市を訪れる個人観光客数

を算出する。 

②転換可能性のある旅行形態の割合 

「観光客アンケート（平成 25 年度）」から、旅行の形態が「家族旅行」や「友達

等のグループ旅行」等の割合を算出する。 

③転換可能性のある移動手段の割合 

「観光客アンケート（平成 25年度）」から、観光の主な移動手段として「タクシー」

や「定期観光バス」等を利用している割合を算出する。 

④糸満市～那覇空港直行バスの利用意向割合 

「観光客アンケート（平成 25年度）」から、糸満市～那覇空港直行バスの利用意向割

合を算出する。 

⑤沖縄県内及び県外観光客の利用者数 

糸満市を訪れる個人観光客数に、②～④の各割合を乗ずることで、利用者数を算出す

る。 

 

２）外国人観光客 

①糸満市を訪れる外国人観光客数 

「沖縄県観光要覧（平成 24年度）」及び「沖縄県 外国人観光客満足度調査（平成

24年度）」から、糸満市を訪れる外国人観光客数を算出する。 

②転換可能性のある旅行形態の割合 

「沖縄県 外国人観光客満足度調査（平成 24年度）」から、旅行の形態が「個人旅

行」や「フリープラン」等の割合を算出する。 

③転換可能性のある移動手段の割合 

「沖縄県 外国人観光客満足度調査（平成 24 年度）」から、観光の主な移動手段とし

て「タクシー」や「定期観光バス」等を利用している割合を算出する。 

④糸満市～那覇空港直行バスの利用意向割合 

「観光客アンケート（平成 25年度）」から、沖縄県内及び県外観光客と同様に、糸満

市～那覇空港直行バスの利用意向割合を算出する。 

⑤外国人観光客の利用者数 

糸満市を訪れる外国人観光客数に、②～④の各割合を乗ずることで、利用者数を算

出する。
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３）沿線住民 

①糸満市～那覇空港直行バスの沿線人口 

「平成 17 年国勢調査による 500ｍメッシュ人口」から、糸満市～那覇空港直行バ

スの沿線人口を算出する。 

②転換可能性のある移動手段の割合 

「糸満市の公共交通に関するアンケート調査（平成 24 年度）」から、日常の主な移

動手段として「家族の送迎」や「友人や知人の送迎」を利用している割合を算出す

る。 

③不満解消により転換可能性のある割合 

「糸満市の公共交通に関するアンケート調査（平成 24 年度）」から、「乗りたい時間

に走っていない」や「目的地に到着するまで時間がかかる」等の不満解消できれば、

路線バス等に「乗っても良い」と回答した割合を算出する。 

④新規利用者数 

糸満市～那覇空港直行バス路線の沿線人口に、②～④の各割合を乗ずることで、新規

利用者数を算出する。 

⑤一日あたりの利用者数 

「糸満市～那覇空港直行バスに関するアンケート調査（平成 25年度）」より、利用頻

度を算出し、一日あたりの利用者数を換算する。 
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検討フロー 

 

沖縄県内及び県外観光客 外 国 人 観 光 客 沿 線 住 民 

①糸満市を訪れる 
個人観光客数 

250人/日 

①糸満市を訪れる 
外国人観光客数 

73人/日 

①糸満市～那覇空港 
直行バスの沿線人口 

11,275人 

②転換可能性のある 
旅行形態の割合 

80.9％ 

②転換可能性のある 
旅行形態の割合 

54.5％ 

②転換可能性のある 
移動手段の割合 

30.2％ 

③転換可能性のある 
移動手段の割合 

9.5％ 

③転換可能性のある 
移動手段の割合 

36.1％ 

③不満解消により 
転換可能性のある割合 

21.9％ 

④糸満市～那覇空港 
直行バスの 
利用意向割合 

80.2％ 

④糸満市～那覇空港 
直行バスの 
利用意向割合 

80.2％ 

④新規利用者数 

745人 

⑤沖縄県内及び 
県外観光客の利用者数 

15人/日 

⑤外国人観光客の 
利用者数 

11人/日 

⑤一日あたりの 
利用者数 

87人/日 

糸満市～那覇空港直行バス 利用者予測 
113人/日 
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（２）沖縄県内及び県外観光客 

 ①糸満市を訪れる個人観光客数 

糸満市の年間観光客数等については、調査等が行われていないため不明であるため、

ここでは、糸満市を代表する観光施設の一つである沖縄県平和祈念資料館の入館者数

を、需要予測の対象観光客数とする。 

「平成 24 年度 沖縄県平和記念資料館年報」によると、沖縄県平和記念資料館の年

間入館者数は約 37万人/年、開館日352日である。その内訳は、「個人入館者」数は 88,136

人/年、「団体入館者」数は 279,419 人/年であるが、「団体入館者」は、貸切バスによ

る移動が殆どであるため、路線バス等での移動需要は極めて少なく、「個人入館者」と

は特性が異なる。 

ここでは、観光客の特性を踏まえ、「個人観光客」88,136人/年（一日平均：250人/

日）を需要予測の対象として考える。 

 

沖縄県平和祈念資料館の来館者数 

 

資料：平成 24 年度 沖縄県平和祈念資料館年報 平成 24 年 5 月 （沖縄県平和祈念資料館） 
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②転換可能性のある旅行形態の割合 

糸満市を訪れる観光客のうち、「社内旅行・修学旅行等の団体旅行」の観光客が、路線

バス等に転換することは難しいと考えられる。一方、自由に旅行プランを設定可能な観

光形態の観光客であれば、糸満市～那覇空港直行路線バスが運行されることで、路線バ

ス等へ転換する可能性があると考えられる。 

「観光客アンケート（平成 25 年度）」の結果から、自由に旅行プランを設定可能な観

光形態として、「家族旅行（44.4％）」「友達等のグループ旅行（31.4％）」「一人で（5.1％）」

の観光客 80.9％は、糸満市～那覇空港直行路線バスにメリット等があれば、路線バス等

に転換すると考えられる。 

観光形態（糸満市観光客アンケート）

44.4%

31.4%

5.5%

5.1%

4.9%

8.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

家族旅行

友達等のグループ旅行

社内旅行・修学旅行等の団体旅行

一人で

その他

不明

総計
（n=548)

 

③転換可能性のある移動手段の割合 

糸満市を訪れる観光客のうち、「レンタカー」や「マイカー」で移動する観光客や、「貸

切バス」で移動する観光客が、路線バス等に転換することは難しいと考えられる。一方、

自ら運転をしない交通手段等で訪れる観光客は、糸満市～那覇空港直行路線バスが運行

されることで、路線バス等へ転換する可能性があると考えられる。 

「観光客アンケート（平成 25 年度）」の結果から、自ら運転を行わない交通手段とし

て、「タクシー（4.4％）」「友人・知人の車（2.9％）」「定期観光バス（2.2％）」を利用す

る観光客 9.5％は、糸満市～那覇空港直行路線バスにメリット等があれば、路線バス等

に転換すると考えられる。 

 

 

 

 

移動手段（観光客アンケート）

64.2%

19.0%

4.4%

2.9%

2.2%

1.6%

0.7%

0.2%

0.2%

1.1%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

レンタカー

マイカー

タクシー

友人・知人の車

定期観光バス

貸切バス

路線バス

レンタルバイク

徒歩

その他

不明

総計
（n=548)

9.5％が転換 

80.9％が転換 
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④糸満市～那覇空港直行バスの利用意向割合 

「観光客アンケート（平成 25 年）」の結果から、糸満市～那覇空港直行バスの運行間

隔が「30 分毎」であれば合計で 80.2％（「30 分毎」～「２時間毎」）が利用すると回答

している。 

糸満市～那覇空港直行バスの運行間隔は、１時間間隔の運行を計画しており、既存の

路線バスとの組み合わせることで、路線バスの運行間隔は 30分間隔程度に短縮すること

が可能であることから、80.2％の観光客が路線バス等に転換する可能性があると考えら

れる。 

運行間隔（観光客アンケート）

54.9%

21.5%

3.1%

0.7%

11.3%

8.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①30分毎

②１時間毎

③１時間30分毎

④2時間毎

⑤運行間隔に関係なく利用しない

不明

総計
（n=548)

 

 

⑤沖縄県内及び県外観光客の利用者数 

 以上より、糸満市～那覇空港直行バスによる沖縄県内及び県外観光客の利用者数は、

一日あたり 15人と想定する。 

 

①糸満市を訪れる個人観光客数・・・・・・・・250人/日 

②転換可能性のある旅行形態の割合・・・・・・80.9％ 

③転換可能性のある移動手段の割合・・・・・・9.5％ 

④糸満市～那覇空港直行バスの利用意向割合・・80.2％ 

⑤沖縄県内及び県外観光客の利用者数 

＝250人/日×80.9％×9.5％×80.2％＝15人/日 

※1人未満の端数は切捨てています。 

 

80.2％が転換 
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（３）外国人観光客の需要予測 

①糸満市を訪れる外国人観光客数 

●沖縄県に訪れる外国人観光客数 

「沖縄県観光要覧（平成 24 年度）」によると、沖縄県の外国人観光客数は、約 38 万人/

年である。その内訳は、空路が 238,500 人/年、海路が 144,000 人/年であるが、海路

（クルーズ船等）の外国人観光客は、貸切バスによる移動が殆どであるため、路線バ

ス等での移動需要は極めて少なく、空路からの観光客とは特性が異なる。 

ここでは、外国人観光客の特性を踏まえ、空路からの外国人観光客 238,500人/年（一

日平均：653人/日）を需要予測の対象とする。 

沖縄県外国人観光客数（平成24年度）

空路,
238,500人 ,

 62%

海路,
144,000人 ,

 38%
空路

海路

 

出典 平成 24 年度 観光要覧（沖縄県） 

●糸満市に訪れる外国人観光客数 

「沖縄県 外国人観光客満足度調査（平成 24年度）」によると、外国人観光客（空路）

の「平和祈念公園」への訪問率は 11.3％である。 

ここでは、空路からの外国人観光客 653人/日に、「平和祈念公園」の訪問率 11.3％

を乗じた 73人/日を糸満市に訪れた外国人観光客数と想定する。 

 

 

資料：平成 24年度 外国人観光客満足度調査報告書（空路調査）平成 25年 6月（沖縄県） 

 

238,500人/年 

（一日平均：653人/日） 

11.3％が糸満市に訪れる 
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②転換可能性のある旅行形態の割合 

外国人観光客のうち、「団体旅行」や「観光付きツアー」の観光客が、路線バス等に転

換することは難しいと考えられる。一方、自由に旅行プランを設定可能な観光形態であ

れば、糸満市～那覇空港直行路線バスが運行されることで、路線バス等へ転換すること

が想定される。 

「外国人観光客満足度調査（平成 24 年度）」によると、自由に旅行プランを設定可能

な観光形態として、「個人旅行（32.7％）」「フリープラン（21.8％）」の観光客 54.5％は、

糸満市～那覇空港直行路線バスにメリット等があれば、路線バス等に転換すると考えら

れる。 

旅行形態（沖縄県 外国人観光客満足度調査（平成24年度））

32.7%

35.3%

21.8%

10.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

個人旅行

観光付きツアー

フリープラン

団体旅行

総計
（n=2,328)

 

③転換可能性のある移動手段の割合 

外国人観光客のうち、「レンタカー」で移動する観光客や、「貸切バス」で移動する観

光客が、路線バス等に転換することは難しいと考えられる。一方、自ら運転をしない交

通手段で訪れる観光客は、糸満市～那覇空港直行路線バスが運行されることで、路線バ

ス等へ転換すると想定される。 

「外国人観光客満足度調査（平成 24 年度）」によると、自ら運転を行わない交通手段

として、「一般タクシー（24.5％）」「定期観光バス（6.5％）」「友人・知人の車（5.1％）」

を利用する観光客は 36.1％であり、糸満市～那覇空港直行路線バスにメリットがあれば、

路線バス等に転換すると考えられる。 

 

資料：平成 24 年度 外国人観光客満足度調査報告書（空路調査）平成 25 年 6 月（沖縄県） 

54.5％が転換 

36.1％が転換 
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④糸満市～那覇空港直行バスの利用意向割合 

糸満市～那覇空港直行バスの利用意向は、外国人観光客についても、沖縄県内及び県

外観光客と同様であると想定する。 

「観光客アンケート（平成 25 年）」の結果から、糸満市～那覇空港直行バスの運行間

隔が「30 分毎」であれば合計で 80.2％（「30 分毎」～「２時間毎」）が利用すると回答

している。 

糸満市～那覇空港直行バスの運行間隔は、１時間間隔の運行を計画しており、既存の

路線バスとの組み合わせることで、路線バスの運行間隔は 30分間隔程度に短縮すること

が可能であることから、80.2％の観光客が路線バス等に転換する可能性があると考えら

れる。 

運行間隔（観光客アンケート）

54.9%

21.5%

3.1%

0.7%

11.3%

8.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①30分毎

②１時間毎

③１時間30分毎

④2時間毎

⑤運行間隔に関係なく利用しない

不明

総計
（n=548)

 

 

⑤外国人観光客の利用者数 

以上より、糸満市～那覇空港直行バスによる外国人観光客の利用者数は、一日あたり

11人と想定する。 

 

①糸満市を訪れる外国人観光客数・・・・・・・73人/日 

②転換可能性のある旅行形態の割合・・・・・・54.5％ 

③転換可能性のある移動手段の割合・・・・・・36.1％ 

④糸満市～那覇空港直行バスの利用意向割合・・80.2％ 

 

⑤沖縄県内及び県外観光客の利用者数 

＝73人/日×54.5％×36.1％×80.2％＝11人/日 

※1人未満の端数は切捨てています。 

 

 

80.2％が転換 
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（４）沿道住民の需要予測 

①糸満市～那覇空港直行バスの沿線人口 

平成 17 年国勢調査による 500ｍメッシュ人口を基に、平成 24 年度末の沿線人口を換

算し、糸満市～那覇空港直行バスの沿線人口を算定する。 

現在、糸満市の総人口は増加傾向にあり、平成 17年人口は 55,816人に対し、平成 24

年人口は 59,349 人である。そのため、平成 17 年から平成 24 年の人口伸び率は 1.06 と

なる。 

平成 17 年の沿線人口は次頁に示す通り 10,637 人であることから、これに人口伸び率

1.06を乗じ、平成 24年度末現在の沿線人口は 11,275人と考えられる。 

 

糸満市の総人口及び沿線人口 

 平成 17年 

国勢調査 

平成 24年度末 

糸満市人口統計資料 
人口伸び率 

糸満市人口 55,816 人 59,349 人 1.06 

沿線人口（400m圏） 10,637 人 11,275 人 1.06 

人口カバー率 19％ 19％ － 

 

●沿線人口 

バス停までの距離と利用水準との関係では、一般的に 400ｍがほぼ限界水準と言われ

ており、バス停留所から半径 400ｍを利用限界距離とし、利用限界距離に含むメッシュ

人口の合計を、沿線人口とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：中国運輸局調査資料 

 

 

▼バス停までの距離の利用限界水準 
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400ｍを超えると利用が半分程度

に減少 
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②転換可能性のある移動手段の割合 

沿道住民のうち、「自家用車」やで移動する方や、「移動に制約があり」移動できない

方が、路線バス等に転換することは難しいと考えられる。一方、自ら運転をしない交通

手段で移動をしている方は、糸満市～那覇空港直行路線バスが運行されることで、路線

バス等へ転換する可能性がある。 

「糸満市の公共交通に関するアンケート調査（平成 24 年度）」の結果から、自ら運転

を行わない交通手段として、「家族の送迎（28.6％）」「知人や近所の送迎（1.6％）」を主

な移動手段とする住民は 30.2％であり、糸満市～那覇空港直行路線バスにメリットがあ

れば、路線バス等に転換する可能性があると考えられる。 

日常の主な移動手段 （糸満市の公共交通に関するアンケート調査（平成24年度））

14.7%

2.0%

2.4%

28.6%

1.6%

4.1%

46.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

①バス等の公共交通で移動している

②民間送迎バス（ブーゲンビレア号）※で移動している

③施設などの送迎バスで移動している（ブーゲンビレア号以外）

④家族の送迎で移動している

⑤友人や近所の人に送迎してもらっている

⑥自由に移動できる手段がなく、移動の制約を受けている

⑦その他（自家用車）

総計(n=1676)
 

③不満解消により転換可能性のある割合 

糸満市の公共交通に関するアンケート調査（平成 24 年度）」の結果から、公共交通で

移動していない方に対しては「乗りたい時間に走っていない」「目的地に到着するまで時

間がかかる」等の課題が解決できれば、「乗っても良い」と 21.9％が回答している。 

公共交通で移動していない方のうち 21.9％は、糸満市～那覇空港直行バスが運行され

ることにより、路線バス等に転換する可能性があると考えられる。 

今後のバスの利用意向（課題が解決された場合）
（糸満市の公共交通に関するアンケート調査（平成24年度））

21.9%

42.4%

32.1%

3.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

①利用する

②時々利用する

③利用しない

④その他

総計（n=1221）
 

21.9％が転換 

30.2％が転換 

※「無回答」を除き再計算 

※「無回答」を除き再計算 
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④新規利用者数 

   以上より、糸満市～那覇空港直行バスによる沿線住民の新規利用者数は 745人と想定する。 

①糸満市～那覇空港直行バスの沿線人口・・・・11,275人/日 

②転換可能性のある移動手段の割合・・・・・・30.2％ 

③不満解消により転換可能性のある割合・・・・21.9％ 

④新規利用者数 

＝11,275人/日×30.2％×21.9％＝745人/日 

※1人未満の端数は切捨てています。 

 

⑤一日あたりの利用者数 

「糸満市～那覇空港直行路線バスに関するアンケート調査（平成 25 年度）」の結果か

ら、実証実験が行われた場合の利用頻度は、「利用しない」が 25.3％と最も多い。一方、

「ほぼ毎日」が 10.6％、「週 2～3回」が 6.6％、「週 1回」が 8.1％と、日常的に利用す

ると回答した割合も高い。 

新規利用者 745人/日が、「ほぼ毎日」は 20回/月、「週 2～3回」は 10回/月、「週１回」

は 4 回/月、「月に 2～3 回」は 2.5 回/月、「月に 1 回」は 1 回/月、「2～3 ヶ月に 1 回」

は 0.5回/月の頻度で利用すると、一日あたりの利用者数は 87人/日となる。 

 

一日あたりの利用者数 

② ③ ①×②×③÷30日

割　　合
一月あたり
利用回数

一日あたり
利用者数

ほぼ毎日 9.8% 20.0 49
週2～3回 6.7% 10.0 17
週1回 7.5% 4.0 7
月に2～3回 14.8% 2.5 9
月に1回 10.0% 1.0 2
2～3ヶ月に1回 21.4% 0.5 3
利用しない 26.7% 0.0 0
不明 3.1% 0.0 0

合　　計 100.0% － 87

①利用者数：745人

 

「糸満市～那覇空港直行路線バスに関するアンケート調査（平成 25 年度）」より整理 
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５－３．事業収支の試算 

（１）事業収支の試算条件 

事業収支の試算条件 

項 目 糸満市～那覇空港直行バス 単 位 

実証実験運行期間 ５ ヶ月 

運行距離（片道） 26.0 Km 

運行回数 12 往復 

乗車見込数（日） 
①沖縄県内及び県外観光客：15人/日 
②外国人観光客：11人/日 
③沿線住民：87人/日 人 

想定運賃 

①沖縄県内及び県外観光客及び②外国人観光客は、 
一日フリー乗車券 1,500円を利用することも想定 
③沿線住民は、平均運賃 480円を想定 
（道の駅～那覇空港の利用で 480円） 円 

車両使用料 196.20 円/km 

 

（２）運行経費 

１ヶ月あたりの運行経費は、「平成 24 年度乗合バス事業の収支状況について（国土交

通省）」の沖縄ブロック民間事業者の運送原価 196.20円/kmを基に算出する。 

運行日数 30 日×運行距離 26.0km×車両使用料 196.20 円/km×運行回数 12 往復/日 

＝3,673 千円   

 

（３）運賃収入 

１ヶ月あたりの運行収入は、需要予測より①沖縄県内及び県外観光客 15 人/日と②外

国人観光客 11人/日を加えた観光客 26人/日は、沖縄モノレール実績より 16.8％が一日

フリー乗車券 1,500 円を利用、残り 83.2％は平均運賃 960 円（道の駅～那覇空港：480

円×往復）と想定。 

また、沿線住民 87 人/日は、85.0％が 960 円（480 円×往復）、7.3％が子供料金 480

円（240円×往復）として運賃収入を算出する。 

＜①沖縄県内及び県外観光客 15 人/日、②外国人観光客 11 人/日＞ 

運行日数 30 日×観光客 26 人/日×16.8％×一日フリー乗車券 1,500 円 

＋運行日数 30 日×観光客 26 人/日×83.2％×平均運賃 960 円 

＝197 千円＋623 千円 

＝820 千円 

 

＜③沿線住民 87 人/日＞ 

運行日数 30 日×沿線住民 87 人/日×85.0％×平均運賃 960 円 

＋運行日数 30 日×沿線住民 87 人/日×7.3％×平均運賃 480 円 

＝2,130 千円＋91 千円 

＝2,221 千円 

 



新しい公共交通検討事業 

 

 

 

 
平成 24年度ゆいレール年間旅客輸送量（沖縄モノレール㈱資料より） 

 

 定期等 定期等以外 合計 

輸送距離（人×km） 10,757,595 53,450,973 64,208,568 

割合 16.8％ 83.2％ 100.0％ 

輸送距離：輸送した旅客(人)数にそれぞれが乗車した距離を乗じたものの累計であり

交通機関別の輸送分担率(交通機関を利用して行われた全ての移動を輸送

機関ごとに分けた割合)などの指標として用いられる。 

 
  

糸満市年齢別人口（平成 24年度末） 

 12歳以上 11歳～6歳 6歳未満 合計 

人口 50,439 4,328 4,582 59,349 

割合 85.0％ 7.3％ 7.7％ 100.0％ 

 
 
 

（４）事業収支 

１ヶ月（30日）あたり事業収支 

収 入 支 出 

①運賃収入（観光客） 820 千円 ①運行経費 3,673 千円 

（沿線住民） 2,220 千円   

②補助金等 633 千円   

収入計 3,673 千円 支出計 3,673 千円 

 

５ヶ月（153日）あたり事業収支（実証実験期間） 

収 入 支 出 

①運賃収入（観光客） 4,182千円 ①運行経費 18,732千円 

（沿線住民） 11,322千円   

②補助金等 3,228千円   

収入計 18,732千円 支出計 18,732千円 

 

１２ヶ月（365日）あたり事業収支 

収 入 支 出 

①運賃収入（観光客） 9,977千円 運行経費 44,687千円 

（沿線住民） 27,010千円   

②補助金等 7,700千円   

収入計 44,687千円 支出計 44,687千円 

 


